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中国人私費留学生の言語習得および生活適応 

―来日後半年間の変化を中心に― 

第1章 はじめに 

在日の留学生は留学経費によって、3種類に分けることができる。国費外国人留学生、外国政府派

遣留学生と私費留学生である。 

 近年の調査によると、日本の外国人留学生の中では私費留学生が圧倒的に多く、私費留学生は留学

生全体の 90%以上を占めている。そ

の中で、半分以上は中国人留学生である。このような多人数の中国人私費留学生の日本での適応問題

を無視することはできない。 

来日の初期に、言語面、生活面、及び学習面においては、たくさんの問題を自分で直面しなければ

ならない、私費留学生としての稿者はいろいろな適応問題も出てきた。そのきっかけで、在日中国人

私費留学生を研究対象とし、来日後の半年間の、日本での日本語習得および生活適応状況における問

題点、および発生原因を明らかにすることを研究内容にした。 

第2章 先行研究 

先行研究には、在日外国人留学生全体の適応状況についての研究は多いが、中国人私費留学生につ

いての研究はまだ少ない。特に、縦断的な手法での中国人私費留学生の適応状況に関する研究は極め

て少ないといえる。そこで、本研究では、縦断的な手法で、中国人私費留学生の来日後半年間を 3 つ

の段階に分け、言語(日本語)習得と生活適応状況における変化、問題点と原因を明らかにする。 

第3章 調査概要 

 研究目的を応じ、アンケート調査と半構造化インタビュー調査を行った。調査対象は2008年9月に

来日し、東京O私立大学に留学する中国人私費留学生の大学院生と別科生となった。調査期間は協力

者来日後の半年間を限定し、この半年を2ケ月ずつ３回に分け、2008年12月、2009年2月と5月に行っ

た。 
第4章 協力者の背景 
協力者は同じO私立大学の2008年9月入学した中国人私費留学生であり、全員大学卒業である。日本

語能力試験1級に合格した人もいれば、合格していない人もいる。留学の目的は大学院への進学と大

学院の学業を完成することである。 
第5章 調査結果の分析 
 調査で、生活面については、協力者の居住状況とアルバイト状況を主として分析した。金銭上と生

活上のトラブルを避けるように、一人暮らしにした協力者は多かった。しかし、一人暮らしで起こっ

た精神的な孤独、不安、コミュニケーション不足などのような問題は、協力者自己調整しなければな

らない。 
アルバイトについては、すべての協力者はアルバイトに従業している。多くの協力者は学費・生活

費のために、学外の時間をほとんどアルバイトに費やすことが見られた。それによって、勉強とアル

バイトの比重が変わっており、勉強時間も随分減ってきたという。その一方、アルバイトへの集中で

体力も非常に消耗し、生活スタイルが単一になった末、留学生活への評価も低くなる傾向も見られた。 
言語面について、協力者の学内と学外の日本ご運用状況を分析した。協力者の来日半年後の上達度
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は、日本語の四技能によって若干のばらつきはあるが、各能力はそれぞれ伸びていたことがわかった。

日本語の運用については、学内では日本語はアカデミックな場面のみの使用言語で、中国語はコミュ

ニケーション言語になるという現象が見られた。学外では、アルバイト先は主な日本語運用場所とし

ている。 
 人間関係面については、学内で多くの協力者は中国人同士との付き合いは主な人間関係としている。

学外では、アルバイト先で知り合いになった人との付き合いは主としている。しかし、協力者は来日

初期に、どうしても日本人と接触したいという希望があっても、母国人同士との交流から得られる精

神的なリラックスと励ましは取って代えられないということがわかった。 
留学生活の評価について、満足度は時間が経つにつれ、下がっていくということが見られた。学業・

経済・日本語問題は満足度に重要な影響を与えているという。 
以上の面についての分析を通し、中国人私費留学生協力者は、来日してから半年間の、日本語習得

と生活適応における主な問題点は 4 点にまとめることができる。｢母語中国語への依存は日本語の運

用に影響を与える｣「日本語学習・運用のストラテジーには限りがある」｢交友関係が狭い｣ 
｢生活スタイルは経済問題に左右される｣ということである。 
これらの問題が発生した要因は 4 点、つまり、｢経済問題｣｢日本語の能力｣｢言語環境｣と｢留学に対

する姿勢｣に総括できる。 
経済問題については、留学生自身と保護者両方は留学費用のことを十分覚悟すべきである。一方、

学校側の私費留学生に対する経済的支援も不可欠である。奨学金、授業料の減免、安い学寮の提供、

住宅・食事・医療費用への補助などのような支援制度の拡充も望まれる。 
 日本語の問題については、学校側から日本での基本生活に必要とされる、例えばアルバイトの応

募・面接場面の用語の指導のような、渡日初期を順調に乗り切るための日本語の支援を提供すべきだ

と思う。 

言語環境の問題を解決するには、留学生が地域日本語教室に参加することが一つの解決策になろう。

その情報を留学生の入学初期に学校側が留学生に提供してほしい。また、留学生と日本人学生との交

流の促進という目的で、日本人学生と新たな交流の機会を提供することも、学校側に望みたい。 
最後、留学生自身は留学目的に対する明確な認識が最も重要であると思われる。留学初期に新環境

への不適応で、感情の起伏が激しくなることは留学生によく見られるが、留学生自身は積極的に自分

なりの解決法を見つけ、消極的な感情から積極的な姿勢へと自己調整し、留学の目的を徹底的に追求

することを望みたい。また、学校側による留学生への心理的な援助を充実する必要もあると思う。 
第6章 まとめと今後の課題 
本研究の研究結果は｢日本語能力問題｣｢学業の問題｣｢人間関係の問題｣のような、在日留学生が抱え

ている、一般的な問題もあれば、｢中国語環境の影響｣のような、中国人私費留学生に特有の問題も見

られた。しかし、協力者の人数・調査地域が限定されているので、本研究で究明した問題点が在日し

ているすべての中国人私費留学生に適用できるとは言えない。 
今後、引き続き在日中国人私費留学生の適応状況に注目し、時代の変遷による中国人私費留学生の

適応状況の変化を把握すべきである。そしてこれから日本へ留学しようとする中国人私費留学生の参

考になるような形で必要な留学生活情報が発信できるよう、当事者としての声をあげていきたい。 
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